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【Introduction】Nonalcoholic fatty liver disease (NAFLD)は, 非進行型の脂肪肝と進行型の
nonalcoholic steatohepatitis (NASH) に分類される. なかでも, NASH は 10 年間で 2 割が肝硬
変へ進展しうる病態であり，肝硬変に進展すると肝不全，肝細胞がん，食道静脈瘤などの
サーベイランスが必要となる．さらに NASH 由来の肝硬変の診断に対する gold standard は, 
肝生検が第 1選択である. しかしながら, NAFLD患者は, アメリカで約 1000万人, 日本にお
いても 200 万人いるとされ, すべての患者に肝生検を行うことは困難である. また, 多くの
患者数を占めるため, 一般内科医がフォローアップされている場面が, 日常診療で散見さ
れる. しかしながら, NAFLDから, 肝硬変を拾い上げるバイオマーカーやスコアリングシス
テムは未だ構築されていない.そこで我々は, 日々の診療で良く目にする血液検査項目を用
いて, 大規模な患者数を誇る NAFLD から, NASH 由来肝硬変患者を,一般内科医が拾い上げ
ることができる簡便で正確なスコアリングシステムの構築を行った． 
【Methods】我々の多施設共同研究（JSG-NAFLD）に登録する全国 9 施設で肝生検を施行し
た 1048例のNAFLD 患者を対象として, 肝線維化 stage別に分類した(stage 0, 216 人; stage 1, 
334人; stage 2, 270人; stage 3, 190人; stage 4, 38人). 血液検査項目を用いて, 肝硬変を予測す
る因子を検討し，感度，特異度の高い評価システムを検討した． 
【Results】肝生検施行済みの NAFLD 患者 1048 症例（非肝硬変 1010 症例(Stage 0/1/2/3 
216/334/270/190 症例），肝硬変（Stage 4）38 症例）を対象とした．単変量解析，および多変
量ロジスティック回帰分析の結果，NASH 由来肝硬変と関連する独立変数として血小板数，
血清アルブミン値，AST/ALT 比が選択された．これらの 3 つの変数を加重和として統合し，
NASH 肝硬変を診断するスコアリングシステム（Platelet, Albumin, AST to ALT ratio: PLALA 
score）を得た．血小板単独で肝硬変を診断するカットオフ値15.3万/μl以下でAUROCは0.918，
感度 81.6％，特異度 88.6%，陰性的中率 99.2%，陽性的中率 21.2%であった. アルブミン単
独ではカットオフ値 4.0g/dl 以下 AUROC 0.898，感度 84.2％，特異度 84.6%，陰性的中率
99.3%，陽性的中率 17.0%であった. また, AST/ALT は 0.9以上でAUROC 0.843，感度 76.3％，
特異度 82.9%，陰性的中率 98.9, 陽性的中率 13.9%であった．PLALA score として血小板 15.3
万/μl以下，アルブミン 4.0g/dl 以下、AST/ALT0.9 以上の各項目を 1 点とし，総合点 2 点以
上を陽性とした場合，PLALA  Score2点以上は感度86.8 ％，特異度90.8%，陰性的中率 99.5%, 
陽性的中率 26.2%と NASH 由来肝硬変に対し高い診断能を有していた．実際, 1048 人の患
者を対象に PLALA スコアを用いて検討してみると, PLALA スコア 2 以上は, 感度 86.8%, 
特異度 90.8%, 陰性的中率 95.5%, 陽性的中率 26.2%であり, AAR, アルブミン, 血小板単独
による NASH 由来肝硬変の拾い上げよりも優れていた(表).  
【Discussion】血小板は門脈圧亢進症，アルブミンは肝合成能，AST/ALTは肝線維化を反映
し，これらは, 一般内科医にとってよく用いられる血液検査項目である. それらを加味した
簡便なスコアリングシステム（PLALA score）は特殊な装置や判別式を必要とせず，NASH
肝硬変の推測に有用であることが示された．本検討によりNASH患者に対し肝臓がんや食道
静脈瘤のスクリーニングを必要とする肝硬変症例の予測に有用である可能性が示された． 
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(表) NASH由来肝硬変診断におけるPLALAスコアの有用性 
  カットオフ 感度 特異度 陰性的中率 陽性的中率 
血小板 <15.3 万/μl 81.6% 88.6% 99.2% 21.2% 
アルブミン <4.0 g/dl 84.2% 84.6% 99.3% 17.0% 
AST/ALT 比 >0.9 76.3% 82.9% 98.9% 13.9% 
PLALA スコア ≧2 86.8% 90.8% 99.5% 26.2% 
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